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作した。CR2032 セルの充放電試験を行い、0.1C 充放電時で 120mAh/g を示すナトリウム酸化物が得
られた。本研究の結果から、ナトリウムイオン電池の電池特性は、負極の特性に大きく影響を受けてい
ることがわかった。 

























































Na0.44MnO2 、 NaFeTiO4 、 Na2/3Fe1/3Mn2/3O2 、


























    
   














なった。そこで、Na 系電解液を NaPF6 から
NaClO4に変更して、充放電試験を行った。その結
果を図 4 に示す。0.1C レート放電で 120mAh/g の
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図 3. 炭素負極による Na イオンの 
インターカレーションへの影響 




















図 4. Na0.44MnO2の充放電特性 
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